
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2023 年度の当初予算は１１９４億円と

市庁舎のおもやの建設が完了する影響な

どで昨年度より約１５億円減ってはいます

が、来年度以降の公共施設改築のため

に、多額の費用が本予算で示されました。 

 

●マイナンバーカードの申請促進のため

に、市独自で商品券の配布の予算が計上

されました。マイナンバーカード利用のた

めの社会基盤の整備が進んでいないうえ

に、マイナポータルによる個人情報の閲覧

で DV 被害者などに不利益が生じること

も指摘されている中、個人情報の利活用

を目指す国の政策に従う取り組みは問題

です。 
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●女性人権啓発事業費の予算が減額にな

り、男女共同参画推進フォーラムの開催も

見送られました。コロナ禍の影響でDVや

性暴力が増加したことは明らかであり、女

性の自殺者も増えています。また、非正規

雇用の割合が高い女性にとって仕事が減

少したことは、女性の貧困、ひとり親家庭

の困窮をさらに深刻化させています。こ

のような状況であるにもかかわらず、今

だからこそ最も必要な人権擁護のための

女性施策が提案されていません。 

 

 

 

 

●国がDX（デジタルトランスフォーメーシ

ョン＝変革）を推進しています。市も窓口

業務にシステムの導入などを予算化しま

した。中でも「業務の効率化」のためとし、

生活困窮や高齢者、障がい者の相談に、

AI（人工知能）を活用した「AI 相談システ

ム導入」の予算がきわ立ちました。しかし、

 

AI 導入だけでは、複雑化する市民の相談

に寄り添う相談支援にはつながりません。 

 相談員の多くは、行財政改革で進められ

た非正規雇用の会計年度任用職員です。

相談員の処遇改善も必要です。 

●有機フッ素化合物（PFAS）の地下水汚

染については、地下水と水道水の管轄が

国と東京都であるという理由で、市の主

体的な原因究明の取り組みがありませ

ん。市民に不安が広がる中、市として、健

康調査などを積極的に取り組んでいくべ

きです。 

 

 多くの公共施設の改修費は今後大きな

財政負担となっていきます。社会保障は

高齢化が進む中でも、必要な人に独自の

充実策が打ち出せていません。生活者ネ

ットワークは、コロナ禍を経ても行財政改

革を進め、公共施設の老朽化対策と、DX

に関する施策がきわ立つ一方で、人権に

配慮した独自性を持った、市民目線の視

点に欠けている予算に反対しました。 

 

 

      

 

行政の効率化より 

人権に配慮した取り組みを 

2023年度予算に反対しました  
  報告 奥村 さち子 

 

 

高
齢
期
の
よ
り
良
い 

 

在
宅
療
養
に
向
け
て 

  

高
齢
化
が
進
む
中
、
病
院
の
数

に
は
限
り
が
あ
り
、
今
後
、
在
宅

で
医
療
と
介
護
を
受
け
る
高
齢

者
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

長
期
入
院
は
で
き
ず
、
在
宅
で

療
養
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
。
複
雑
な
事
情
を
持
ち
、
支

援
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
事

例
も
増
え
て
い
る
」
と
い
う
現

状
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

在
宅
療
養
で
自
分
に
必
要
な

医
療
は
受
け
ら
れ
る
の
か
、
家

族
の
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
な

ど
、
市
民
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
が
あ
り
ま
す
。
市
は
こ
の
よ

う
な
不
安
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
、
在
宅
療
養

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
は
、
在
宅
療
養
に
関
す
る
普

及
啓
発
動
画
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、

事
業
所
検
索
サ
イ
ト
を
作
成

し
、
市
民
へ
の
啓
発
と
医
療
と

介
護
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
市
民

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
相
談
窓

口
を
市
内

１１

か
所
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
で
の
運
用
に
任
せ
て

い
ま
す
。 

 

困
難
な
事
例
が
増
え
て
い
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
る
相
談
の
状
況
を
、
市

も
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
庁
内
に
福
祉

的
な
専
門
性
を
持
つ
組
織
を
作

り
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い

く
在
宅
療
養
の
課
題
を
捉
え
、

提
案
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ

く
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

  

奥
村
さ
ち
子 

一
般
質
問 

 

市政にチャレンジ 

市議会議員 

奥村さち子です 

 

 議会報告とまちづくりについての 
 意見交換の会です 

５月１２日（金）１９時～２１時 

府中市市民活動センター 

プラッツ第４会議室   

オンラインあり 
 参加ご希望の方は、生活者ネットワークの 

 ホームページ、もしくは電話にてお申し込 

 みください。 

 問い合わせ、申し込み： 

 TEL 042（360）4443  

※zoom参加をご希望の方は、 

 ホームページからお申し込みください。 

 ホームページ 

 https://fuchu.seikatsusha.me/ 

 

わくわくまちづくりトーク 

 



         

          
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
月
議
会
よ
り 

人々が大切にしあう地域、仕事、 

社会をともに築くために 

 田中夏子さんは長野県で 

農園を運営しながら、地域 

で仕事を創り、生きがいを 

感じながら助け合う「福祉 

の協同組合」の活動をして 

います。お話のポイントは 

「公共の縮小」が急速に深 

まり、そのことによる問題 

が明らかとなって、ヨーロ 

ッパでは「再公営化」の動 

きがあるということです。 

ただし単に公営に戻すのではなく、そこにどう市民が関与し、見

守るかが課題ということでした。 

 「行財政改革は 2000 年代以降急速に行なわれ、自治体の合

併が行なわれた時期には公衆衛生行政の弱体化（人員や予算の

削減）も進み、パンデミックには耐えられない体制だったとの

指摘もありました。ここ数年では食、農、水、など命の源であ

る分野（コモンズ）でも公的な団体が責任をもって担う体制が

後退し、市場の論理にゆだねられました。民間の非営利・協同

の団体は市場化による矛盾を回避するため自らが事業を担う

ことなどで社会サービスが持続可能となるよう、また命に関わ

る分野が営利的な動機によって食い荒らされないように、取り

組みを蓄積してきましたが、市場化の流れは止まりません。 

 そのような中イギリスなどでは、『民営化路線』の弊害が調

査結果で明らかになり、路線転換せざるを得なくなり、事業の

再公営化が広がりつつあります。再公営化はただ公営に戻すだ

けではなく、事業を再び公的なコントロール下に置き、運営・

管理を住民組織が担ったり、当事者の視点で事業を評価できる

ことが必要です。イタリアの小規模自治体とコミュニティ協同

組合の連携、それを応援する州法などが参考になります。」と

話されました。 

 命に係わる領域である「コモンズ」を市民の手に 

取り戻していくのか。とても分かりやすく希望を 

語ってくれました。 

わくわく市民のつどい  
田中夏子さん＜社会学協同組合研究者 農園「風と土」園主＞ 

のお話を伺い、公共の役割と市民参加のあり方について考えま

した。後半にはこれからの４年間に向けた生活者ネットワークの

政策発表を行ないました。 

 

 
 

編 

集 

後 

記 

 

２
月
１
日
、
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯

地
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
立
川
市
の
陸

上
自
衛
隊
立
川
飛
行
場
に
訓
練
の

た
め
に
飛
来
し
ま
し
た
。
多
摩
川
に

沿
っ
て
の
飛
行
で
し
た
が
、
府
中
市

に
は
防
衛
省
か
ら
の
説
明
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

府
中
市
と
し
て
も
防
衛
省
に
対

し
て
「
市
民
の
懸
念
が
払
拭
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
ま
ま
立
川
へ
飛
来
・
訓

練
し
な
い
」
と
要
望
し
て
ほ
し
い
と

い
う
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
採
択
を
求
め

ま
し
た
が
、
議
会
と
し
て
は
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
住
宅
地
上
空
を
飛

び
、
な
ぜ
立
川
ま
で
の
訓
練
な
の

か
、
今
後
通
告
さ
れ
る
の
か
。
せ
め

て
そ
の
く
ら
い
議
会
と
し
て
要
望

し
な
い
で
ど
う
す
る
の
？！ 

   

 

   府中・生活者ネットワーク ２０２３年政策 

 ■ジェンダー平等で人権が尊重されるまちをつくる 

 ・性暴力やＤＶをなくし、被害者の支援体制を充実させる  

 ・政策決定の場に女性の参画をすすめる 

 ・就労支援など若者への支援を充実させる 

 ・外国にルーツを持つ市民の権利を保障する 

 ■食の安全を守る 

 ・遺伝子組み換え、ゲノム編集食品を学校給食に使わない 

 ・都市農地を活かし、学校給食にオーガニック野菜の利用をすすめる 

 ・学校給食の無償化をすすめる 

 ■子どもの育ちを応援する    

 ・子どもの権利条例をつくる 

 ・ともに学ぶインクルーシブ教育をすすめる 

 ・子どもたちが生き生きと過ごせるプレーパークや児童館をつくる 

 ■誰もが地域で暮らし続けられるまちづくりを進める 

 ・２４時間対応の在宅療養の仕組みをつくる 

 ・ケアラー支援条例をつくる 

 ・空き家を地域の資源として居場所づくりなどに活かす 

 ■持続可能なまちづくりをすすめる 

 ・原発に依存しないエネルギー政策をすすめる 

 ・プラスチック削減を国に求め、市のプラごみ回収は無料にする 

 ・水害時、ハケ下の住民には垂直避難を認め「逃げ遅れ」をなくす 

 ■市民参加で政治を身近なものにし、開かれた自治体と 

   議会をつくる 

 ・個人情報は市独自の基準を堅持し、民間への利活用を監視する 

 ■憲法の三原則「国民主権、平和主義、基本的人権の尊重」 を守る 

 

府
中
市
い
じ
め
防
止
対
策
推
進 

条
例
が
可
決 

 

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
」
が

市
の
提
案
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
教
育
委
員
会
に
「
い
じ
め
問
題

対
策
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
重
大
な

事
態
が
生
じ
た
時
の
調
査
を
行
な
う

こ
と
、
ま
た
更
に
再
調
査
が
必
要
な

場
合
に
は
、
市
長
の
諮
問
に
よ
り
「
い

じ
め
問
題
調
査
委
員
会
」
を
、
立
ち
上

げ
ま
す
。 

 

学
校
の
い
じ
め
が
社
会
問
題
と
な

り
、
２
０
１
３
年
に
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
上
な
ど
、
い
じ
め
も
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
市
や
教
育
委
員
会
が
条

例
で
形
式
を
整
え
た
だ
け
で
は
な
い

真
摯
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

府
中
市
市
議
会 

倫
理
条
例
が
可
決 

 

一
昨
年
起
こ
っ
た
官
製
談
合
事
件

を
受
け
、
「
府
中
市
議
会
政
治
倫
理
条

例
」
が
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。 

 

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
政
治
倫

理
条
例
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
有

識
者
や
市
民
の
声
を
反
映
で
き
る
よ

う
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
を
行
な

う
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
次
期
以
降
の
市
議
会
の
中

で
の
検
討
課
題
と
し
て
先
送
り
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

市
議
会
が
市
民
に
開
か
れ
た
も
の

に
な
り
、
暮
ら
し
に
身
近
に
な
る
よ

う
に
、
今
後
も
訴
え
て
い
き
ま
す
。 

 

市
立
小
中
学
校
の
給
食
費 

無
償
化
へ
向
け
た
検
討
を 

求
め
る
陳
情 

 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
向
け
た

具
体
的
な
検
討
と
、
国
と
東
京
都
に

も
検
討
を
要
請
す
る
よ
う
求
め
る
陳

情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
が
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
学
齢

期
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
も
経
済

的
負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る

視
点
で
、
給
食
費
の
無
償
化
を
自
治

体
と
し
て
積
極
的
に
す
す
め
る
べ
き

と
採
択
を
主
張
し
、
全
会
一
致
で
採

択
と
な
り
ま
し
た
。 

 


